


















　４月22日(土)に島津グループ毎年恒例のタケノコ会が行われました。

　今年はタケノコ・ステーキ・焼肉・焼鳥・焼きそば・ピザ、新たに天ぷらも加わっていました。

　私と長女と長男は15時の送迎便で山に登りましたが既に会の準備が始まってました。男性陣は

タケノコ狩りと会場の机やイスの設営、女性陣は食材の切り分けを行いました。

　次第に人も集まり内科の伊東先生の乾杯でタケノコ会が始まりました♪島津理事長シェフと田中

副看護部長にステーキを焼いて頂き田所事務部長・臨床工学技士の方々に焼肉を焼いていただき

ました。天ぷらのエビ・キビナゴ・山菜・etc.…も美味しく揚がっていました。

　やはり旬な物は美味しく長男和樹２歳はタケノコに酢味噌を付けてパクパク食べて、病棟看護師

さんに「まだ幼いのに酢味噌付けて食べて大人やね(笑)」と言われていました。長女実愛４歳は

ピザを食べてニッコリ♪事務の同僚にくっついてライトアップされたイルミネーションや夜景を

楽しんでました。お腹もいっぱいになった頃和樹がそーっとカメラを持って逃走…。「トルヨ～！

コッチムイテー！！」とたくさんのグループを激写(汗)ほとんどが顔が半分切れたり和樹の足が

写ったりでしたが本人は満足げな様子で楽しめたようです。

　準備や子供たちのお世話をして下さった方ありがとうございました。また来年を楽しみにして

います。
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